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概要 

新しい教育課程では、数学的活動が改めて目標視された。ここでは、解釈学的視野から、数学的

活動の指導を語るパースペクティブとして、数学が人の営みであることの自覚を伴う、数学の文化

的視野の覚醒を提案する。その際、数学史事例をもとに、その指導が、数学を人の営みであるこ

とを自覚させること、そのような視野は数学的活動に人格を認める効果を持つことを確認する。 
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1祭場にその長さの間隔(これを基準長とする)に杭を打

ち込むc

2 シュラウタ祭式では、東の方角は神々の方位として聖な

る意味が与えられていたc 従って、祭場の設営には祭場

の中心を貫く東西線{背骨線)の決定カ苛子われる。

'祭場中央を西から東に走る祭場設営の基準となる線(東

西線)0

4杭を打ち込む。

そして次の内容をアーパスタンパ・シュルパスート

ラ (BC5∞頃)の一節として提示した(矢野、1980)。
r(作図しようとする長四角の)長辺の長さを基準とし¥
(基準長の綱に)その二分のー(の長さの綱)を(西側

勺こ)付加する。次に(綱の全長の)西側の三分の一部

分上に(その長さの)六分のーを減じた位置に印を作る。

(祭場の)背骨線冷の両端上に(打ちこんだ二本の小杭

に綱の)両端を固定し、印をもって(綱のたるみがなく

なるまで)南側に引き張句、(印の位置の地上に)標識4

4を作る。同様の手続きによって、北側に(標識を作る)。

(次に綱の両端の位置を)入れ替えて逆にし、反対側で

(同様の手続きを南側と北側に行う)0 (得られた四点を

結んで長四角古河下図される。) (脚注も含めて出題)J

その上で「ひもとピンを用いて当時の方法で、長方

形を作図して、何が記されているのかJ考えること
を求めた。試行錯誤された内容は次の内容である。

このような試行錯誤から、被験者は、最終的に、

祭II

印しを付けた点が、直角をなすことを知り、このよ

うな操作を繰り返せば、東西線上に確かに長方形の

頂点が4つ得られることを確認する。被験者は次の

ような感想をのこしている。

「こんなところから三平方の定理が生まれた(現れた)J

f(長方形が)舎けると思ったときは、感動した。問題

が解けたときみたいJどうして当時の人は最初に三平方

の定理をみつけたんだろう?r場数ふんでやっていくう
ちに、あーあーみたいなJ なぜ縄と杭を使ったんだろ

う? r動かせる(いじれる)からJr日本は絶対無い。
機械?J いまなら何を使う?r定規と分度器Jrコン
パスと定釦 全体としてどうだったつ 「作業楽しい」

「やっていることは数学Jr今まで適当に覚えてただけ。
細かくJrこういう歴史とか祭りとか交えてやってる問
題だからわかりやすい、数学と話っぽくJr(教科書の例
は)現実味に欠ける。自分でやったときないから。計測

とかJrやっている人がいるってことで現実味がある。
わたしもできるかもって思う。J

ここで、被験者は、紀元前5∞年頃のシュルパス

ートラの記述に三平方の定理が利用されていること

を認めてインパク卜を受け、そこに古代インドの

人々の営みを認めて、自らが三平方の定理を学んだ

際の経験と対比し、古代インドの人々と自分を重ね

て「私もできるかも」という自覚を得ている。それ

は、自らの文化的営み(三平方の定理の学習)をシ

ユルパスートラの記述から相対的に意識し、反省す

る契機が、異文化体験としてのシュルパーストラの

解釈を通じて与えられたこと、その反省によって、

自らの文化的営みである三平方の定理の学び方が相

対化され覚醒され、それまで自覚することはなかっ

た、具体的に存在する人の営みとして、三平方の定

理をみる視野を得たことを示している。これは、前

述の解釈学的方法によって得られた体験である。

数学のリアリティは、それが具体的、日常的であ

るかというだけでなれこのような解釈学的営みに

よる人格化、文脈化を通じて、人の営みとしてとら

えなおすことで得られることを、この事例は示唆し

ている。解釈学的営みを生徒に求めることは、数学

的活動を人の営みと認める上で有効である。
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